
広報活動について

公益社団法人千葉県医師会



１．令和６年度千葉県医師会医学会
第２５回学術大会

『県民公開講座』について



『県民公開講座』の開催について

 日 時：令和６年１１月３日（日・祝）１３時～

 場 所：ホテルポートプラザちば

 対象者：対外

 参加費：無料

 大会テーマ：大会テーマ：老いと共に生きるⅠ

 講座1  「認知症について」 座長：千葉県医師会 太田 豊理事

講師:  袖ヶ浦さつき台病院 心療内科・精神科 細井 尚人先生（千葉県医師会理事）

 講座２ 「フレイルとロコモ」 座長：千葉県医師会 小出 明範理事

講師：聖隷佐倉市民病院 整形外科 岸田 俊二先生

 講座３「今日から取り組む介護予防とかかりつけ医のすすめ」 座長：千葉県医師会 伊豫 正人理事

講師：あおぞら診療所 川越 正平先生（千葉県医師会理事）



開催案内について

 チラシ・ポスター作成

（会員、地区医師会、関係団体等送付）

 県民向け広報誌「ミレニアム」掲載



オリジナルグッズ配布について

 クリアファイル

 ふせん

 反射板キーホルダー

 メモ帳



当日の模様について



当日の模様について



参加者の属性等について

事前参加申込者 ：149名

アンケート回答者：178名

 性別：男性 35％、女性 59％、無回答 6％

 年齢：80歳以上 27％、70歳代 38％、60歳代 20％、50歳代 10％、

40歳代 3％、無回答 2％



アンケート結果について

・開催を知った手段



アンケート結果について

・県民公開講座について ・字幕スーパーについて



アンケート自由記述欄（抜粋）

 細井先生のお話がとても分かり易くまたお聞きしたいと思った。岸田先生のお話も具体的に分かり易い。感

謝です。不安が解消された（学者っぽくなく現場からの生の声が聞けた！）（80歳以上男性）

 日頃から関心はあってもなかなか直にお話を伺う機会がありませんでした。いずれもとても有意義なお話で

した。有難うございました。（70歳代女性）

 認知症に対する正しい判断材料を理解出来有益であった。メタボシンドローム対応＆フレイル対策は、年齢

によってギアチェンジすることが重要であるという内容は大変参考になった。（60歳代男性）

 老健で看護師をしています。ご利用者様で認知症の方がいます。やはり難聴だからとコミュニケーションを

諦めている方もいらっしゃるので声かけを沢山し認知の予防（進行を遅らせる）が出来たらと思いました。

コミュニケーションの大事さを学びました。（50歳代女性）



２．県民向け広報誌

『ミレニアム』について



広報誌『ミレニアム』の作成について

 千葉県民の健康増進と病気の予防のためのフリーマガジン

 年４回（３月・６月・９月・１２月）発行

 対象者：対外

 医療機関や市町村役所等で無料配布

 当会ホームページにPDF掲載

https://chiba.med.or.jp/general/millennium/index.html
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